
  

 

平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 ３ 日 

独立行政法人日本学術振興会 

科 学 研 究 費 委 員 会 

 

 

平成３０年度科研費等の審査に係る総括 

 

  平成３０年度科研費及び平成２９年度国際共同研究加速基金（帰国発展研究）の日本

学術振興会審査担当分の応募受付から審査終了までの総括は以下のとおりである。 

  

 

  １．全体のまとめ  

 

(1) 研究種目ごとの審査結果（新規応募・採択状況） 

①特別推進研究 

 応募件数は１０５件（前年度１１１件）、採択件数は１２件（同１３件）であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②基盤研究 

 「基盤研究」全体での新規応募件数は５８，３２２件（前年度５４，７３９件）、

採択件数は１５，８２５件（同１５，４２９件）であり、前年度より応募・採択件

数ともに増加した。 

新規応募件数の増加は、平成３０年度から若手研究（Ａ）を基盤研究に統合し、

若手研究（Ａ）の公募を停止したことにより、従来の若手研究（Ａ）の応募者が、

基盤研究に移行したことも一因と考えられる。 

また、各研究種目における応募件数について、基盤研究（Ｓ・Ｂ・Ｃ）はそれぞ

れ７０４件（前年度６４５件）、１１，５７７件（同１１，０４１件）、４３，５
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８７件（同４０，４８６件）であり、前年度より増加し、基盤研究（Ａ）は２，４

５４件（同２，５６７件）であり、前年度より減少した。 
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③基盤研究（Ｂ・Ｃ）（審査区分「特設分野研究」）

特設分野研究は、採択予定課題数を「分野ごとに３０件以内」と設定した上で公

募を行った。

基盤研究（Ｂ・Ｃ）（特設分野研究）全体の新規応募件数は１，２１８件、採択

件数は１００件となり、特設分野ごとの新規応募件数、採択件数は下表のとおりで

あった。

グローバル・スタディーズ 人工物システムの強化 複雑系疾病論 

応募件数 

１７２件 

基盤（Ｂ）  ７０件 

基盤（Ｃ） １０２件 

１１１件 

基盤（Ｂ） ５９件 

基盤（Ｃ） ５２件 

３００件 

基盤（Ｂ） １２０件 

基盤（Ｃ） １８０件 

採択件数 

１６件 

基盤（Ｂ） １０件 

基盤（Ｃ）  ６件 

１１件 

基盤（Ｂ）  ４件 

基盤（Ｃ）  ７件 

２３件 

基盤（Ｂ） １３件 

基盤（Ｃ） １０件 

オラリティと社会 次世代の農資源利用 情報社会におけるトラスト 

応募件数 

１９０件 

基盤（Ｂ）  ６１件 

基盤（Ｃ） １２９件 

３５６件 

基盤（Ｂ） １６６件 

基盤（Ｃ） １９０件 

８９件 

基盤（Ｂ） ３４件 

基盤（Ｃ） ５５件 

採択件数 

２０件 

基盤（Ｂ）  ９件 

基盤（Ｃ） １１件 

２２件 

基盤（Ｂ） １２件 

基盤（Ｃ） １０件 

８件 

基盤（Ｂ）  ３件 

基盤（Ｃ）  ５件 
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④若手研究 

「若手研究」全体での新規応募件数は２０，３６９件（前年度２１，１０８件）、

採択件数は６，２５６件（同６，２５０件）であり、前年度より応募件数は減少し

たが採択件数は増加した。新規応募件数の減少は、平成３０年度から若手研究（Ａ）

（前年度１，８３７件）を基盤研究に統合し、若手研究（Ａ）の公募を停止したこ

とにより、従来の若手研究（Ａ）の応募者が、基盤研究に移行したことや、若手研

究の応募要件が変更となったことが一因と考えられる。今年度の応募に関して、平

成３０年４月１日までに博士の学位取得後８年未満の研究者による応募は１４，３

３１件、平成３０年４月１日までに博士の学位を取得見込みの研究者による応募は

１１６件、博士の学位取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休業の期間を除く

と博士の学位取得後８年未満となる研究者による応募は１１９件、３９歳以下の博

士の学位未取得の研究者で、経過措置の適用となる研究者による応募は５，８０３

件であった。また、採択件数はそれぞれ５，０５０件、３０件、４５件、１，１３

１件であった。 
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⑤挑戦的研究 

新規応募件数は（開拓）が８９４件（前年度１，１１６件）、（萌芽）が１２，

１４１件（前年度１４，４９１件）であり、採択件数はそれぞれ８８件（前年度９

４件）、１，４６６件（前年度１，５８６件）であった。また本研究種目では予算

の範囲で応募額を最大限尊重した配分を行った結果、充足率は（開拓）で９９．５

％、（萌芽）で９６．８％となった。 
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⑥研究活動スタート支援

本研究種目の応募資格は、Ａ）平成２９年９月に公募を行った研究種目の応募締

切日の翌日以降に応募資格を得たため、応募できなかった者及びＢ）応募資格は得

ていたが、産前産後の休暇又は育児休業を取得していたため、平成２９年９月に公

募を行った研究種目に応募できなかった者としている。

応募資格Ａ）の新規応募件数は３，６４４件（前年度３，６８２件）、採択件数

は９１９件（同９２４件）で、応募資格Ｂ）の新規応募件数は１０５件（前年度９

２件）、採択件数３１件（同２１件）となった。

上記を合計すると、平成３０年度の応募件数は３，７４９件（前年度３，７７４

件）、採択件数は９５０件（同９４５件）であった。

⑦奨励研究

平成３０年度から紙による応募から電子申請システムによる応募を開始した。応

募件数は３，６５３件（前年度４，０６５件）、採択件数は５５７件（同７３２件）

であり、前年度より応募・採択件数とも減少している。本研究は、科研費応募資格

がない者を対象に教育的・社会的意義を有する研究を助成し奨励することを目的と

している。

（参考）過去の推移 
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⑧研究成果公開促進費（研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベ

ース）

「研究成果公開促進費」全体での応募件数は１，００５件（前年度１，０４８件）、

採択件数は３７４件（同３８６件）であった。なお、応募件数及び採択件数の内訳

は、「研究成果公開発表」の応募件数８９件（前年度９５件）、採択件数４４件（同

３７件）、「国際情報発信強化」の応募件数４４件（前年度４６件）、採択件数１

５件（同１６件）、「学術図書」の応募件数７４７件（前年度７７２件）、採択件

数２７１件（同２８１件）、「データベース」の応募件数１２５件（前年度１３５

件）、採択件数４４件（同５２件）であった。 

「学術図書」に関しては、専門家による見積書の検証を行い、より適正な配分額

を算定した。 

⑨国際共同研究加速基金（帰国発展研究）

  「国際共同研究加速基金（帰国発展研究）」の平成２９年９月公募分の応募件数

は３６件（前年度３５件）、採択件数は８件（同１２件）であった。 

（参考）過去の推移 
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(2) 主な制度改善等 

  ①科研費審査システム改革２０１８の実施 

    平成３０年度より、科研費審査システム改革２０１８に基づき、新たな審査区分、

新たな審査方式の下で審査を行った。審査区分については、従来の「系・分野・分

科・細目表」を廃止し、「小区分・中区分・大区分」で構成される「科学研究費助

成事業 審査区分表」で審査を行った。 

審査方式については、特別推進研究、基盤研究（Ｓ・Ａ）、基盤研究（Ｂ・Ｃ）

（応募区分「特設分野研究」）、挑戦的研究、国際共同研究加速基金（帰国発展研

究）の審査は、書面審査を行った上で、同一の審査委員が合議審査を行う「総合審

査」で審査を行った。さらに、特別推進研究、基盤研究（Ｓ）及び国際共同研究加

速基金（帰国発展研究）については、専門分野が近い研究者が作成する審査意見書

を、書面審査、合議審査で活用するとともに、特別推進研究及び基盤研究（Ｓ）で

はヒアリング審査を行った。 

基盤研究（Ｂ・Ｃ）（応募区分「一般」）、若手研究の審査は、書面審査委員が

２段階にわたり書面審査を実施する「２段階書面審査」で審査を行った。 

    主な研究種目における具体的な状況は以下の通りであった。今後とも新しい審査

の仕組みの定着に向けて、更なる検討・改善を行う必要がある。 

    

＜総合審査方式＞ 

   ○ 基盤研究（Ａ） 

審査会終了後、審査委員、学術システム研究センター研究員双方より、新しい

総合審査方式について、相当数の肯定的な意見があった。主な意見としては、「書

面審査により研究課題の内容を理解したうえで、合議では幅広い視点から、研究

課題の意義と不足な点を深く議論させ、評価が可能」、「審査区分が広くなり、委

員も専門が異なるメンバーで構成され、審査の公正性が増した」、「合議審査を経

験し、幅広い分野の学術的意義や方法論を学ぶことができた」との意見があった。

なお、更なる議論の深化に資するように、審査資料や合議審査の進め方などにつ

いて、今後とも更なる改善に向けて検討していく必要がある。 

 

   ○ 挑戦的研究 

審査会終了後、審査委員、学術システム研究センター研究員双方より、総合審

査については「同一人が書面審査を踏まえて合議を行うことによる研究課題に対

する理解の深化」や、議論を行うことによる審査の質向上、多角的な審査の実現

など、「合議の充実」等の観点から、非常に有意義であるとの肯定的な意見が多く

寄せられた。 

その一方で、挑戦的研究の趣旨については、新種目導入から２年度目というこ

ともあり、まだ十分に浸透していないとの指摘があり、引き続きその趣旨の徹底

に努める必要がある。 

また、研究計画調書についても、事前の選考では概要版のみ、書面審査及び合

議審査では概要版を除いた本体を用いて審査することが応募者に浸透していない

との指摘があり、研究計画調書の様式及び作成・記入要領において、より明確に

その用途を記載するなどの改善を図る必要がある。 
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＜２段階書面審査方式＞ 

○ 基盤研究（Ｂ・Ｃ）（応募区分「一般」）、若手研究 

２段階書面審査のボーダーラインの評点状況について、１段階目の評点が高得

点でも２段階目で得点が落ちている事例（又はその逆）もあり、２段階目で他の

審査委員の評価結果（審査意見）を参考に再評価する仕組みが機能しており、審

査の質の向上が図られていると考えられる。 

審査終了後に審査委員にアンケートを行った結果、多くの審査委員より適切な

審査方式であるとの回答が得られた。主な意見としては、「他の審査委員からの指

摘が参考になり、多様な視点から再評価が可能となり評価が充実」、「自分が付し

た評価の妥当性が確認できる」、「他者の評価コメントを参照することで、若手の

審査委員（研究者）の育成に寄与する」との意見があった。なお、審査委員から

は、審査の質を確保しつつ、審査の効率化及び審査負担軽減に資するよう審査方

法の改善に向けた取組を期待するとの意見もあり、今後とも引き続き検討を行う

必要がある。 

 

②特別推進研究 

○ 審査委員の人数は専門性を考慮した上で、議論が可能な人数を配置したことに

伴い、理工系小委員会で、ヒアリング対象課題の選定の際に行っていた「数物系

科学」、「化学」、「工学」のグループ別審査を取りやめ、審議の実質化を図っ

た。 

○ 平成２６年度に明文化した「文部科学省が定める戦略目標に基づき実施される

国立研究開発法人科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業」に基づき、ＪＳＴ

戦略的創造研究推進事業により助成することが相応しい課題については採択の対

象としないこととしており、審査会において詳細な資料を配付するとともに、ヒ

アリング時には研究内容、研究経費について応募課題との相違点の精査をより慎

重に行い採択を行った。 

○ ヒアリング審査において、審査委員が使用するヒアリング審査システムを活用

し、評点やコメントをパソコンで入力可能とすることにより審査の効率化を図っ

た。 

 

  ③国際共同研究加速基金（帰国発展研究） 

   ○ 平成２８年度までは審査第一部会において審査を行っていたが、応募状況や審

査スケジュール等に鑑み、平成２９年度から特別推進研究と同じ審査・評価第一

部会において審査することとし、より幅広い観点からの審査を行えるよう改善を

図った。 

 

④研究進捗評価結果を次の審査に活かす仕組み 

    「特別推進研究」等の大型研究種目については、平成２０年度から従来実施して

いた中間・事後評価を統一して「研究進捗評価」に改め、平成２１年度からその評

価結果を次の応募の際の研究計画に添付し、当該応募研究課題と進捗評価を受けた

研究課題の関連性を審査の際に活用するなど、次の審査に活かす仕組みを導入し、
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優れた研究課題を継続して支援できるような審査を行っている。 

    今回の審査においては、平成２８年度及び２９年度の評価において「Ａ＋」（期

待以上の成果が見込まれる）の評価を受けた研究課題の研究代表者のべ３０名（前

年度３５名）のうち、１９名（同１０名）の研究課題が採択された。また、「Ａ」

（期待どおりの成果が見込まれる）の評価を受けた研究課題の研究代表者のべ

１１９名（同１２５名）のうち、のべ４２名（同３４名）の研究課題が採択された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤研究が予想以上に進展した場合に研究期間終了前に新規課題を応募できる仕組み 

 平成２１年度より、継続課題の早期完了を可能とする仕組みが導入され、研究が

予想以上に進展した場合に研究期間終了前に新規課題を応募することが可能となっ

た。平成３０年度は同制度を用いて５件（前年度８件）の新規課題の応募があり、

２件（同１件）の研究課題が採択された。採択された研究課題の内訳は、「基盤研

究（Ａ）」１件、「基盤研究（Ｂ）」１件であった。 
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⑥研究計画最終年度前年度の応募 

 研究計画最終年度前年度の応募について、応募件数は５４９件（前年度３９３

件）、採択件数は１６９件（同１４６件）であった。 

「若手研究」から「基盤研究」への研究計画の移行が円滑に図られるように、平

成２２年度から４年以上の研究期間の課題を対象として「若手研究」を基にした研

究計画最終年度前年度の応募を導入しているが、平成３０年度より基盤研究（Ｓ・

Ａ・Ｂ）（応募区分「一般」）への応募に限り、継続中の研究課題のうち、３年間

の研究計画であっても最終年度前年度の応募を可能とした。平成３０年度におい

て、若手研究（Ａ）を基に６２件（前年度３１件）、若手研究（Ｂ）を基に１５３

件（同４２件）の応募があった。それぞれ２４件（同１１件）、３２件（同２４件）

が採択された。このうち、基となる研究課題の研究計画が３年である応募件数は、

若手研究（Ａ）を基に２８件、若手研究（Ｂ）を基に１０９件であり、それぞれ１

２件、１３件が採択された。 

 研究費が途切れる心配を少なくし、優れた研究課題が安定して研究できることを

目指す研究計画最終年度前年度の応募の仕組みが一定の効果を得ていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、応募書類の受付から審査の状況、審査結果の概要等をまとめる。 

 

  ２．応募書類の受付  

  応募書類について、研究種目毎に次のとおり受付を行った。 

  

(1) 特別推進研究、基盤研究、若手研究、挑戦的研究、国際共同研究加速基金（帰国発

展研究） 

 「電子申請システム」を活用して、平成２９年１１月８日（水）を研究計画調書の

提出（送信）期限として受付を行った。 

 

(2) 研究成果公開促進費（研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベ
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ース） 

  「電子申請システム」を活用して、平成２９年１１月８日（水）を計画調書の提出

（送信）期限として受付を行った。 

 ただし、学術図書の「完成した原稿等の写し」及び国際情報発信強化の「最新刊行

物等」については、平成２９年１１月８日（水）～１１月１３日（月）を受付期間と

して、送付により、受付を行った。 

 

(3) 奨励研究 

 「電子申請システム」を活用し、平成２９年１１月８日（水）を研究計画調書の提

出（送信）期限として受付を行った。 

 

(4) 研究活動スタート支援 

「電子申請システム」を活用して、平成３０年５月９日（水）を研究計画調書の提

出（送信）期限として受付を行った。 

 

 

３．審査組織  

審査は、科学研究費委員会（別紙１）が、「科学研究費助成事業における審査及び評

価に関する規程」に基づき、研究種目毎に次の小委員会等において、５,９７７名の審査

委員により実施した。 

 なお、５月以降に審査を実施した「基盤研究（審査区分「特設分野研究」）」の審査

委員数５０名、「挑戦的研究」の審査委員数６０４名、「研究活動スタート支援」の審

査委員２４８名を加えた審査委員の総数は、６,８７９名（前年度７,２６０名）となる。 

 

(1) 特別推進研究及び国際共同研究加速基金（帰国発展研究） 

 審査・評価第一部会に置かれる専門分野毎の３小委員会（審査委員数２６名（以下

同じ。））及び運営小委員会（８名） 

 

(2) 基盤研究（Ｓ） 

 審査・評価第二部会に置かれる専門分野毎の１７小委員会（８５名）及び運営小委

員会（１９名） 

 

(3) 基盤研究（Ａ） 

 審査第一部会に置かれる専門分野毎の７５小委員会（４７３名） 

 

(4) 挑戦的研究 

 挑戦的研究部会に置かれる専門分野毎の９０小委員会（６０４名） 

 

(5) 基盤研究（Ｂ）（「特設分野研究」を除く） 

審査第二部会に置かれる専門分野毎の３０７小委員会（１,８４８名） 

 

(6) 基盤研究（Ｃ）（「特設分野研究」を除く） 
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審査第三部会に置かれる専門分野毎の４６６小委員会（１,８７４名） 

 

(7) 基盤研究（Ｂ・Ｃ）「特設分野研究」 

 特設分野研究部会に置かれる専門分野毎の６小委員会（５０名） 

 

(8) 若手研究 

   審査第四部会に置かれる専門分野毎の３５０小委員会（１,４０８名） 

 

(9) 研究活動スタート支援 

審査第五部会に置かれる専門分野毎の６２小委員会（２４８名） 

 

(10) 奨励研究 

奨励研究部会に置かれる専門分野毎の５２小委員会（１５６名） 

 

(11) 研究成果公開促進費（研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベース） 

 成果公開部会に置かれる５小委員会（８０名）及び運営小委員会（６名） 

 

 

  ４．審査方法  

 研究種目毎に、次の審査方法により審査を実施した。 

 

(1) 特別推進研究 

 個々の研究課題について、「人文社会系」、「理工系」及び「生物系」の３つの審

査区分ごとに、８人～１４人の審査委員が、研究計画調書をもとに、専門的知識につ

いては、応募研究課題と専門分野が近い研究者が作成する審査意見書（国内及び海外

の研究機関に所属する審査意見書作成者、各３名程度が作成）も活用し、幅広い視点

から書面審査及びヒアリング対象課題の選定（合議審査）を行い、その後のヒアリン

グ審査等により採択研究課題を決定した。 

 

(2) 基盤研究（Ｓ） 

 個々の研究課題について、大区分ごとに、６人の審査委員が、研究計画調書と専門

分野が近い研究者が作成する審査意見書（国内の研究機関に所属する審査意見書作成

者、３名程度が作成）等に基づき、幅広い視点から書面審査及びヒアリング対象課題

の選定（合議審査）を行い、その後のヒアリング審査等により採択研究課題を決定し

た。 

 

(3) 基盤研究（Ａ） 

 個々の研究課題について、中区分ごとに６人～８人の審査委員が、幅広い視点から

書面審査及び合議審査を行い、採択研究課題を決定した。 

 

(4) 基盤研究（Ｂ・Ｃ）「一般」、若手研究、 

 個々の研究課題について、「基盤研究（Ｂ・Ｃ）」（応募区分「一般」）及び「若
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手研究」は、小区分ごとに、「基盤研究（Ｂ）」は６人、「基盤研究（Ｃ）」「若手

研究」は４人の審査委員が２段階にわたり書面審査を行い、採択研究課題を決定した。  

 

(5) 基盤研究（Ｂ・Ｃ）「特設分野研究」 

   個々の研究課題について、特設分野ごとに、８人～１０人の審査委員が、審査（事

前の選考）を行った上で、書面審査を行い、同一の審査委員が合議審査の場で各応募

研究課題について幅広い視点から議論により採択研究課題を決定した。 

 

(6) 挑戦的研究 

  個々の研究課題について、各小委員会に属する審査委員（６～８名）のうち３名が

研究計画調書（概要版）を用いて事前の選考を実施し、採択候補研究課題の絞り込み

を行った（応募件数が少ない場合は事前の選考は実施しない）。その後、各小委員会

に属する審査委員全員が研究計画調書を用いて書面審査を行い、最終的に合議審査に

より採択研究課題を決定した。 

 

(7) 研究活動スタート支援  

個々の研究課題について、「研究活動スタート支援 審査区分表」の審査区分に基

づき、４人の審査委員が２段階にわたり書面審査を行い、採択研究課題を決定した。 

 

(8) 奨励研究 

 個々の研究課題について、「奨励研究 審査区分表」の審査区分に基づき、３人の

審査委員が２段階にわたり書面審査を行い、採択研究課題を決定した。 

 

(9) 国際共同研究加速基金（帰国発展研究） 

個々の研究課題について、「人文社会系」、「理工系」及び「生物系」の３つの審

査区分ごとに、８人～１４人の審査委員が、研究計画調書をもとに、専門分野が近い

研究者が作成する審査意見書（国内の研究機関に所属する審査意見書作成者３名が作

成）を活用し、幅広い視点から書面審査及び合議審査を行い、採択研究課題を決定し

た。 

 

(10) 研究成果公開促進費（研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベ

ース） 

① 国際情報発信強化 

〔国際情報発信強化（Ａ）・オープンアクセス刊行支援〕 

個々の課題について、国際情報発信強化小委員会に属する１５名（編集長等経験者

９名及び刊行業務等担当者６名）の審査委員が書面審査を実施し、その結果を基にし

て、小委員会において合議審査によりヒアリング課題を選定し、その後のヒアリング

審査により採択課題を決定した。 

 

〔国際情報発信強化（Ｂ）〕 

個々の課題について、国際情報発信強化小委員会に属する６名～１２名（審査を希

望する審査区分の編集長等経験者３名（２区分にまたがる場合は６名、３区分にまた

- 14 -



がる場合は９名）及び刊行業務担当者３名）の関連審査委員が書面審査を実施し、そ

の結果を基にして、小委員会において合議審査により採択課題を決定した。 

 

② 研究成果公開発表、学術図書、データベース  

個々の課題について、各小委員会に属する３名の関連審査委員が書面審査を実施し、

その結果を基にして、各小委員会において合議審査により採択課題を決定した。 

 

 

  ５．審査の経過  

   各研究種目の審査の経過は次のとおりである。 

 

(1) 特別推進研究 

 平成２９年１２月８日（金）～平成３０年１月５日（金）に審査意見書作成者（６

１２名）に審査意見書の作成を依頼した。 

 平成３０年１月１２日（金）～２月２２日（木）に書面審査を実施した。 

 平成３０年２月２０日（火）～３月１日（木）に審査・評価第一部会の各小委員会

において合議審査を実施し、書面審査の集計結果を踏まえ、ヒアリング研究課題を選

定した。 

 平成３０年３月１９日（月）～３月２９日（木）にヒアリング審査を実施し、採択

候補研究課題を選定した。 

 平成３０年４月１６日（月）の運営小委員会において、各小委員会の審査結果を踏

まえ、採択研究課題を決定した。 

 

(2) 基盤研究（Ｓ） 

 平成２９年１２月１８日（月）～平成３０年１月１９日（金）に審査意見書作成者

（２，１１２名）に審査意見書の作成を依頼した。 

平成３０年１月４日（木）～２月１３日（火）に書面審査を実施した。平成３０年

２月２８日（水）～３月１９日（月）に審査・評価第二部会の各小委員会において合

議審査を実施し、書面審査の結果を踏まえ、ヒアリング研究課題を選定した。 

 平成３０年４月１７日（火）～５月１６日（水）にヒアリング審査を実施し、採択

候補研究課題を選定した。 

 平成３０年５月２４日（木）の運営小委員会において、各小委員会の審査結果を踏

まえ、採択研究課題を決定した。 

 

(3) 基盤研究（Ａ）「一般」 

 応募件数が多数にのぼった小委員会では、必要に応じて小委員会を分割した上で、

平成２９年１２月５日（火）～平成３０年１月１５日（月）に書面審査を実施した。 

 平成３０年２月７日（水）～３月７日（水）に審査第一部会の各小委員会において

合議審査を実施し、書面審査の結果を踏まえ、採択研究課題を決定した。 

 

(4) 基盤研究（Ｂ・Ｃ）「一般」、若手研究 

 応募件数が多数にのぼった小委員会では、必要に応じて小委員会を分割した上で、
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平成２９年１２月５日（火）～平成３０年１月１５日（月）に 1段階目の書面審査を

実施した。 

 １段階目の書面審査の結果を踏まえ、平成３０年２月１日（木）～２月１５日（木）

に２段階目の書面審査を実施し、採択研究課題を決定した。 

(5) 基盤研究（Ｂ・Ｃ）「特設分野研究」

応募件数が多数にのぼったため、一課題あたり審査委員４名で合議審査対象課題の

選定のための書面審査（事前の選考）を行うこととし、審査分担を決定した。 

平成３０年２月１日（木）～２月２３日（金）に合議審査対象課題の選定のための

事前の選考を実施し、合議審査対象課題を選定した。 

平成３０年４月２日（月）～５月１１日（金）に合議審査対象課題について、審査

委員全員により書面審査を実施した。 

平成３０年６月１１日（月）～６月２２日（金）に特設分野研究部会の各小委員会

において、書面審査結果を参考に合議審査を実施し、採択研究課題を決定した。 

(6) 挑戦的研究

応募件数が多数にのぼった小委員会では、必要に応じて小委員会を分割した上で、

合議審査対象課題の選定のための事前の選考を、平成２９年１２月１１日（月）～平

成３０年１月１８日（木）に実施した。 

次に、平成３０年３月１日（木）～４月４日（水）（５月２１日以降開催の小委員

会については４月１７日（火））に合議審査対象課題について、書面審査を実施した。 

続いて、平成３０年５月７日（月）～６月４日（月）に挑戦的研究部会の各小委員

会において、書面審査の結果を参考に合議審査を実施し、採択研究課題を決定した。 

(7) 研究活動スタート支援

平成３０年６月１１日（金）～７月６日（金）に１段階目書面審査を実施した。

１段階目の書面審査の結果を踏まえ、平成３０年７月２３日（月）～８月１日（水）

に２段階目の書面審査を実施し、採択研究課題を決定した。 

(8) 奨励研究

平成２９年１２月１１日（月）～平成３０年１月１５日（月）に１段階目の書面審

査を実施した。 

 １段階目の書面審査の結果を踏まえ、平成３０年２月１日（木）～２月１５日（木）

に２段階目の書面審査を実施し、採択研究課題を決定した。 

(9) 国際共同研究加速基金（帰国発展研究）

平成２９年１２月８日（金）～平成３０年１月５日（金）に審査意見書作成者（１

０６名）に審査意見書の作成を依頼した。 

 平成３０年１月１２日（金）～２月２２日（木）に審査・評価第一部会の各小委員

会（審査委員数３２名）において書面審査を実施した。 

 平成３０年２月２０日（火）～３月１日（木）に合議審査を実施し、書面審査の結

果を踏まえ、採択研究課題を決定した。 
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(10) 研究成果公開促進費（研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベ

ース） 

①国際情報発信強化 

 平成２９年１２月１９日（火）～平成３０年１月１８日（木）に書面審査を実施し

た。 

 平成３０年２月１日（木）に国際情報発信強化小委員会において合議審査を実施し、

書面審査の結果を踏まえ、「国際情報発信強化（Ｂ）」の採択候補課題を選定し、「国

際情報発信強化（Ａ）」、「オープンアクセス刊行支援」のヒアリング課題を選定し

た。 

 平成３０年３月１日（木）にヒアリング審査を実施し、採択課題を決定した。 

 

②研究成果公開発表、学術図書、データベース 

平成２９年１２月６日（水）～平成３０年１月１５日（月）に書面審査を実施した。 

      平成３０年２月５日（月）～３月１２日（月）に成果公開部会の各小委員会及び運

営小委員会において合議審査を実施し、書面審査の結果を踏まえ、採択課題を決定し

た。 

 

 

  ６．応募・採択等の状況  

(1) 平成３０年度科研費助成事業の審査結果（研究種目別の応募・採択等の状況）（別

紙２） 

 

(2) 研究機関種別の応募・採択等の状況（別紙３） 

 

(3) 職種別の応募・採択等の状況（別紙４） 

 

(4) 男女別の応募・採択等の状況（別紙５） 

 

(5) 年齢別の応募・採択等の状況（別紙６） 

 

注１）(2)～(5)に記載の配分額は直接経費の配分額を指す。 

 注２）(2)～(5)について、科研費の審査（ピアレビュー）に当たっては研究者の属性等

を考慮した審査は行っていないが、審査結果の参考として集計したもの。 
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【合計５小委員会】

成果公開部会 国際情報発信強化小委員会

運営小委員会 人文科学小委員会
　研究成果公開発表
　国際情報発信強化
　学術図書、データベース

社会科学小委員会

理工小委員会

生物小委員会

次世代の農資源利用小委員会

情報社会におけるトラスト小委員会

【合計３７小委員会】

奨励研究部会 第１１１０小委員会～第４１２０小委員会

　奨励研究 運営小委員会

【合計６小委員会】

特設分野研究部会 グローバル・スタディーズ小委員会

運営小委員会 人工物システムの強化小委員会
　基盤研究（B・C)
　（応募区分「特設分野研究」） 複雑系疾病論小委員会

オラリティと社会小委員会

【合計６７小委員会】

挑戦的研究部会 第１小委員会～第９０小委員会

運営小委員会 高度科学技術社会の新局面小委員会
　挑戦的研究（開拓)
　挑戦的研究（萌芽）
　挑戦的萌芽研究（継続研究課題）

超高齢社会研究小委員会

審査第五部会 第０１０１小委員会～第１１０１小委員会

運営小委員会
　研究活動スタート支援

【合計３０６小委員会】

審査第三部会 第０１０１０小委員会～第９０１５０小委員会

運営小委員会
　基盤研究（C）（応募区分「一般」）

【合計３０６小委員会】

審査第四部会 第０１０１０小委員会～第９０１５０小委員会

運営小委員会
　若手研究
　若手研究（Ｂ）（継続研究課題）

【合計４７小委員会】

審査第二部会 第０１０１０小委員会～第９０１５０小委員会

運営小委員会
　基盤研究（Ｂ）（応募区分「一般」）

【合計１１小委員会】

審査・評価第二部会 Ａ～Ｋ小委員会

運営小委員会
　基盤研究（S)

【合計６５小委員会】

審査第一部会 第１小委員会～第９０小委員会

運営小委員会
　基盤研究（Ａ）（応募区分「一般」）
　基盤研究（Ａ・Ｂ）（応募区分「海外学術調査」）
　（継続研究課題）
　若手研究（Ａ）（継続研究課題）

【合計３０６小委員会】

運営小委員会 理工系小委員会
　特別推進研究
　国際共同研究加速基金
　（帰国発展研究）

生物系小委員会

科学研究費委員会組織図
【小委員会合計：１，１５９小委員会（分割は含まない）】

【合計３小委員会】

審査・評価第一部会 人文社会系小委員会

科
学
研
究
費
委
員
会

日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

別紙１
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（１） 新規採択分 平成３０年１０月現在

応募 採択 採択率 配分額 平均 最高

件 件 ％ 千円 千円 千円

〔 99,404 〕 〔 25,049 〕 〔 25.2 〕 〔 58,185,081 〕 〔 2,323 〕 〔 141,500 〕

 科学研究費 99,233 25,154 25.3 55,431,020 2,204 145,100

【 16,549,410 】

〔 111 〕 〔 13 〕 〔 11.7 〕 〔 1,387,900 〕 〔 106,762 〕 〔 141,500 〕

105 12 11.4 1,123,500 93,625 145,100

【 337,050 】

〔 645 〕 〔 81 〕 〔 12.6 〕 〔 3,343,200 〕 〔 41,274 〕 〔 89,600 〕

704 80 11.4 3,279,800 40,998 105,100

【 983,940 】

〔 2,567 〕 〔 636 〕 〔 24.8 〕 〔 7,157,300 〕 〔 11,254 〕 〔 32,000 〕

2,454 605 24.7 7,310,100 12,083 32,900

【 2,193,030 】

〔 11,041 〕 〔 2,729 〕 〔 24.7 〕 〔 13,757,100 〕 〔 5,041 〕 〔 13,500 〕

11,577 2,965 25.6 15,170,200 5,116 12,800

【 4,551,060 】

〔 40,486 〕 〔 11,983 〕 〔 29.6 〕 〔 15,608,300 〕 〔 1,303 〕 〔 3,400 〕

43,587 12,175 27.9 15,004,500 1,232 3,200

【 4,501,350 】

〔 1,116 〕 〔 94 〕 〔 8.4 〕 〔 643,900 〕 〔 6,850 〕 〔 16,200 〕

894 88 9.8 635,800 7,225 17,500

【 190,740 】

〔 14,491 〕 〔 1,586 〕 〔 10.9 〕 〔 3,769,800 〕 〔 2,377 〕 〔 4,700 〕

12,141 1,466 12.1 3,327,100 2,270 4,500

【 998,130 】

〔 1,837 〕 〔 433 〕 〔 23.6 〕 〔 3,277,700 〕 〔 7,570 〕 〔 18,100 〕

- - - - - -

【 - 】

〔 19,271 〕 〔 5,817 〕 〔 30.2 〕 〔 7,913,600 〕 〔 1,360 〕 〔 3,200 〕

- - - - - -

【 - 】

〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕

20,369 6,256 30.7 8,273,100 1,322 3,100

【 2,481,930 】

〔 3,774 〕 〔 945 〕 〔 25.0 〕 〔 976,300 〕 〔 1,033 〕 〔 1,500 〕

3,749 950 25.3 1,040,600 1,095 1,200

【 312,180 】

〔 4,065 〕 〔 732 〕 〔 18.0 〕 〔 349,981 〕 〔 478 〕 〔 820 〕

3,653 557 15.2 266,320 478 530

〔 1,048 〕 〔 386 〕 〔 36.8 〕 〔 781,900 〕 〔 2,026 〕 〔 10,200 〕

1,005 374 37.2 737,100 1,971 35,300

〔 95 〕 37 〕 〔 38.9 〕 〔 73,100 〕 〔 1,976 〕 〔 9,900 〕

89 44 49.4 71,500 1,625 9,000

〔 46 〕 16 〕 〔 34.8 〕 〔 67,600 〕 〔 4,225 〕 〔 8,400 〕

44 15 34.1 100,000 6,667 35,300

〔 772 〕 281 〕 〔 36.4 〕 〔 446,800 〕 〔 1,590 〕 〔 10,200 〕

747 271 36.3 429,900 1,586 7,800

〔 135 〕 52 〕 〔 38.5 〕 〔 194,400 〕 〔 3,738 〕 〔 9,400 〕

125 44 35.2 135,700 3,084 8,100

〔 100,452 〕 〔 25,435 〕 〔 25.3 〕 〔 58,966,981 〕 〔 2,318 〕 〔 141,500 〕

〔 【 17,057,640】 〕

合 計 100,238 25,528 25.5 56,168,120 2,200 145,100

【 16,549,410 】

(注１）上段〔　　〕内は、前年度を示す。

(注２）【　　】は、間接経費（外数）。

(注３）「特別研究員奨励費」、基盤研究（B・C）「特設分野研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」は含まない。

なお、基盤研究（B・C）「特設分野研究」の平成３０年度新規分の応募・採択状況は、応募数（1,218件）、採択数（100件）、配分額（直接経費　294,800千円、間接経費　88,440千円）であった。

(注４)※１　基金種目であるため、「配分額」欄及び「１課題あたりの配分額」欄には、平成３０年度の当初計画に対する配分額を計上。

(注５)※２　平成３０年度から公募を開始。

　　研究成果公開発表

　　国際情報発信強化

　　学術図書

　　データベース

（１０）若手研究※１、２

（７）挑戦的研究（萌芽）※１

（８）若手研究（Ａ）

（９）若手研究（Ｂ）※１

（１１）研究活動スタート支援

（１２）奨励研究

 研究成果公開促進費

（２）基盤研究（Ｓ）

（３）基盤研究（Ａ）

（４）基盤研究（Ｂ）

（５）基盤研究（Ｃ）※１

（６）挑戦的研究（開拓）

平成３０年度科学研究費助成事業の審査結果

研   究   種   目
研　　究　　課　　題　　数 研　　究　　経　　費 １課題当たりの配分額

（１）特別推進研究

別紙２
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（２） 新規採択分＋継続分 平成３０年１０月現在

応募 採択 採択率 配分額 平均 最高

件 件 ％ 千円 千円 千円

〔 148,244 〕 〔 73,652 〕 〔 49.7 〕 〔 141,375,074 〕 〔 1,920 〕 〔 172,000 〕

 科学研究費 147,233 72,874 49.5 140,926,876 1,934 162,400

【 42,197,649 】

〔 166 〕 〔 68 〕 〔 41.0 〕 〔 5,558,200 〕 〔 81,738 〕 〔 172,000 〕

160 67 41.9 5,447,500 81,306 162,400

【 1,634,250 】

〔 990 〕 〔 425 〕 〔 42.9 〕 〔 12,050,100 〕 〔 28,353 〕 〔 94,600 〕

1,045 421 40.3 12,075,400 28,683 105,100

【 3,622,620 】

〔 4,167 〕 〔 2,220 〕 〔 53.3 〕 〔 18,471,700 〕 〔 8,321 〕 〔 32,000 〕

4,063 2,202 54.2 18,879,700 8,574 32,900

【 5,663,910 】

〔 17,752 〕 〔 9,393 〕 〔 52.9 〕 〔 33,080,533 〕 〔 3,522 〕 〔 13,500 〕

18,059 9,402 52.1 35,319,050 3,757 12,800

【 10,595,715 】

〔 64,621 〕 〔 36,081 〕 〔 55.8 〕 〔 38,384,070 〕 〔 1,064 〕 〔 3,400 〕

68,725 37,267 54.2 38,324,100 1,028 3,200

【 11,497,230 】

〔 4,949 〕 〔 4,949 〕 〔 100.0 〕 〔 4,590,400 〕 〔 928 〕 〔 2,300 〕

1,472 1,472 100.0 1,049,500 713 1,900

【 314,850 】

〔 1,116 〕 〔 94 〕 〔 8.4 〕 〔 643,900 〕 〔 6,850 〕 〔 16,200 〕

988 182 18.4 1,142,700 6,279 17,500

【 342,810 】

〔 14,491 〕 〔 1,586 〕 〔 10.9 〕 〔 3,769,800 〕 〔 2,377 〕 〔 4,700 〕

13,718 3,043 22.2 6,248,000 2,053 4,500

【 1,874,400 】

〔 2,874 〕 〔 1,459 〕 〔 50.8 〕 〔 6,878,400 〕 〔 4,714 〕 〔 18,100 〕

980 956 97.6 3,675,917 3,845 13,200

【 1,102,775 】

〔 28,353 〕 〔 14,875 〕 〔 52.5 〕 〔 15,823,970 〕 〔 1,064 〕 〔 3,200 〕

9,302 9,270 99.7 8,424,400 909 2,600

【 2,527,320 】

〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕

20,369 6,256 30.7 8,273,100 1,322 3,100

【 2,481,930 】

〔 4,700 〕 〔 1,770 〕 〔 37.7 〕 〔 1,774,020 〕 〔 1,002 〕 〔 1,500 〕

4,695 1,775 37.8 1,799,463 1,014 1,500

【 539,839 】

〔 4,065 〕 〔 732 〕 〔 18.0 〕 〔 349,981 〕 〔 478 〕 〔 820 〕

3,657 561 15.3 268,046 478 580

〔 1,137 〕 〔 475 〕 〔 41.8 〕 〔 1,319,900 〕 〔 2,779 〕 〔 42,100 〕

1,082 451 41.7 1,056,000 2,341 35,300

〔 103 〕 〔 45 〕 〔 43.7 〕 〔 126,800 〕 〔 2,818 〕 〔 9,900 〕

91 46 50.5 85,500 1,859 9,000

〔 103 〕 73 〕 〔 70.9 〕 〔 477,800 〕 〔 6,545 〕 〔 42,100 〕

94 65 69.1 341,700 5,257 35,300

〔 778 〕 〔 287 〕 〔 36.9 〕 〔 461,700 〕 〔 1,609 〕 〔 10,200 〕

758 282 37.2 443,900 1,574 7,800

〔 153 〕 〔 70 〕 〔 45.8 〕 〔 253,600 〕 〔 3,623 〕 〔 9,400 〕

139 58 41.7 184,900 3,188 9,000

〔 149,381 〕 〔 74,127 〕 〔 49.6 〕 〔 142,694,974 〕 〔 1,925 〕 〔 172,000 〕

〔 【41,775,322】 〕

合 計 148,315 73,325 49.4 141,982,876 1,936 162,400

【 42,197,649 】

(注１）上段〔　　〕内は、前年度を示す。

(注３）「特別研究員奨励費」、基盤研究（B・C）「特設分野研究」「新学術領域研究（研究領域提案型）」は含まない。

なお、基盤研究（B・C）「特設分野研究」の平成３０年度新規分の応募・採択状況は、応募数（1,218件）、採択数（100件）、配分額（直接経費　294,800千円、間接経費　88,440千円）であった。

(注５)※２　基金種目であるため、「配分額」欄及び「１課題あたりの配分額」欄には、当初計画に対する配分額を計上。

(注６)※３　平成３０年度から公募を開始。

　　研究成果公開発表

　　国際情報発信強化

　　学術図書

　　データベース

(注２）【　　】は、間接経費（外数）。

(注４）※１は、平成２４年度から平成２６年度は一部基金化研究種目であったため、「配分額」欄及び「１課題あたりの配分額」欄の平成２４年度から平成２６年度採択課題は、当初計画に対する
配分額を計上。

（８）挑戦的研究（萌芽）※２

（９）若手研究（Ａ）※１

（１０）若手研究（Ｂ）※２

（１２）研究活動スタート支援

（１３）奨励研究

 研究成果公開促進費

（１１）若手研究※２、３

（２）基盤研究（Ｓ）

（３）基盤研究（Ａ）

（４）基盤研究（Ｂ）※１

（５）基盤研究（Ｃ）※２

（６）挑戦的萌芽研究※２

（７）挑戦的研究（開拓）

平成３０年度科学研究費助成事業の審査結果

研   究   種   目
研　　究　　課　　題　　数 研　　究　　経　　費 １課題当たりの配分額

（１）特別推進研究
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別紙３

（３）研究機関種別の応募・採択等の状況

44,451 13,038 29.3% 34,257,900 2,628

7,683 1,837 23.9% 3,170,700 1,726

31,854 6,913 21.7% 10,970,400 1,587

11,592 2,809 24.2% 6,765,700 2,409

短期大学、
高等専門学校 3,234 372 11.5% 540,000 1,452

大学共同利用機関法人 961 314 32.7% 965,100 3,074

国公立試験研究機関 1,128 307 27.2% 552,900 1,801

特殊法人、
独立行政法人等 5,329 1,553 29.1% 4,058,400 2,613

一般社団法人、
一般財団法人 775 229 29.5% 470,100 2,053

企業等の研究所 165 34 20.6% 179,200 5,271

95,580 24,597 25.7% 55,164,700 2,243

※円グラフに表示されている割合・値については、四捨五入のために、合計が100%や合計値にならないことがある。

配分額(千円） 平均配分額(千円）応募件数 採択件数 採択率区分

合　計

※対象：「特別推進研究」、「基盤研究（S・A・B・C）」（「特設分野研究」を除く）、「若手研究」、「挑戦的研究（開拓・萌芽）」、「研究活動スタート支援」

国立大学

公立大学

私立大学

その他

国立大学

343億円

62%公立大学

32億円

6%

私立大学

110億円

20%

その他

68億円

12%

国立大学

13,038件
53%

公立大学

1,837件
7%

私立大学

6,913件
28%

その他

2,809件
11%

国立大学

44,451件
47%

公立大学

7,683件
8%

私立大学

31,854件
33%

その他

11,592件
12%

応募件数合計

95,580件

採択件数合計

24,597件

応募・採択件数
※外円は応募件数、内円は採択件数

配分額

配分額合計

５５２億円
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別紙４

（４）職種別の応募・採択等の状況

応募件数 採択件数 採択率 配分額（千円） 平均配分額（千円）

26,052 6,535 25.1% 22,395,400 3,427

21,338 5,396 25.3% 11,605,600 2,151

9,894 2,194 22.2% 3,127,100 1,425

20,657 5,559 26.9% 8,733,200 1,571

1,297 225 17.3% 281,100 1,249

9,148 2,757 30.1% 4,884,800 1,772

259 73 28.2% 137,100 1,878

6,935 1,858 26.8% 4,000,400 2,153

95,580 24,597 25.7% 55,164,700 2,243

※円グラフに表示されている割合・値については、四捨五入のために、合計が100%や合計値にならないことがある。

※対象：「特別推進研究」、「基盤研究（S・A・B・C）」（「特設分野研究」を除く）、「若手研究」、「挑戦的研究（開拓・萌芽）」、「研究活動スタート支援」

合　計

名誉教授

そ　の　他

区分

教　　　　授

准　教　授

助　　　教

研　究　員

講　　　師

助　　　手

応募・採択件数
※外円は応募件数、内円は採択件数

配分額

応募件数合計

95,580件

採択件数合計

24,597件

配分額合計

５５２億円

教授

224億円

41%

准教授

116億円

21%

講師

31億円

6%

助教

87億円

16%

助手

3億円

1%

研究員

49億円

9%

名誉教授

1億円

0% その他

40億円

7%

教授

6,535件
27%

准教授

5,396件
22%講師

2,194件
9%

助教

5,559件
23%

助手

225件
1%

研究員

2,757件
11%

名誉教授

73件
0%

その他

1,858件
8%

教授

26,052件
27%

准教授

21,338件
22%講師

9,894件
10%

助教

20,657件
22%

助手

1,297件
1%

研究員

9,148件
10%

名誉教授

259件
0%

その他

6,935件
7%
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別紙５

（５）男女別の応募・採択等の状況

応募件数 採択件数 採択率 配分額（千円） 平均配分額（千円）

75,523 19,241 25.5% 47,395,100 2,463

20,057 5,356 26.7% 7,769,600 1,451

95,580 24,597 25.7% 55,164,700 2,243

※円グラフに表示されている割合・値については、四捨五入のために、合計が100%や合計値に
ならないことがある。

※対象：「特別推進研究」、「基盤研究（S・A・B・C）」（「特設分野研究」を除く）、「若手研究」、「挑戦的研究（開拓・萌芽）」、「研究活動スタート支援」

区分

男　　　性

女　　　性

合　計

男性

19,241件

78%

女性

5,356件

22%

男性

75,523件

79%

女性

20,057件

21%

応募件数合計

95,580件

採択件数合計

24,597件

男性

474億円

86%

女性

78億円

14%

配分額合計

５５２億円
応募・採択件数
※外円は応募件数、内円は採択件数

配分額
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別紙６

（６）年齢別の応募・採択等の状況

応募件数 採択件数 採択率 配分額（千円） 平均配分額（千円）

30歳未満 3,158 858 27.2% 1,113,100 1,297

10,535 3,246 30.8% 4,939,600 1,522

35歳以上　40歳未満 15,108 4,717 31.2% 8,093,100 1,716

40歳以上　45歳未満 16,242 4,492 27.7% 9,202,600 2,049

45歳以上　50歳未満 15,367 3,701 24.1% 8,508,200 2,299

50歳以上　55歳未満 13,511 2,979 22.0% 8,168,800 2,742

55歳以上　60歳未満 11,907 2,576 21.6% 8,461,600 3,285

60歳以上　65歳未満 7,426 1,518 20.4% 5,179,000 3,412

65歳以上　70歳未満 1,796 396 22.0% 1,244,200 3,142

70歳以上 530 114 21.5% 254,500 2,232

95,580 24,597 25.7% 55,164,700 2,243

※対象：「特別推進研究」、「基盤研究（S・A・B・C）」（「特設分野研究」を除く）、「若手研究」、「挑戦的研究（開拓・萌芽）」、「研究活動スタート支援」

※円グラフに表示されている割合・値については、四捨五入のために、合計が100%や合計値にならない
ことがある。

30歳以上　35歳未満

区分

合　計

配分額合計

５５２億円

応募件数合計

95,580件

採択件数合計

24,597件
11億円
2%

49億円
9%

81億円
15%

92億円
17%

85億円
15%

82億円
15%

85億円
15%

52億円
9%

12億円
2%

3億円
0%

配分額

858件
3%

3,246件
13%

4,717件
19%

4,492件
18%

3,701件
15%

2,979件
12%

2,576件
10%

1,518件
6%

396件
2%

114件
0%

3,158件
3%

10,535件
11%

15,108件
16%

16,242件
17%

15,367件
16%

13,511件
14%

11,907件
12%

7,426件
8%

1,796件
2%

530件
1%

応募・採択件数
※外円は応募件数、内円は採択件数

30歳未満 30歳以上 35歳未満

35歳以上 40歳未満 40歳以上 45歳未満

45歳以上 50歳未満 50歳以上 55歳未満

55歳以上 60歳未満 60歳以上 65歳未満

65歳以上 70歳未満 70歳以上
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